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流通とＳＣ・私の視点 

2011 年 10 月 31 日 
 

Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その 212）!! 

― プレミアムバリュー型ＳＣ（ツーランク下のＳＣ）のタイプ ― 
 
プレミアムバリュー型ＳＣという業態が流通の成熟時代に出現しています。プレミアムバリュー型ＳＣと
は「廉価版のＳＣでツーランク下のＳＣ」と呼びます。 
ＳＣはグレード的に次の５つのタイプに分類されます。 
①ハイエンド型ＳＣ（ツーランク上のＳＣ） 
②アップスケール型ＳＣ（ワンランク上のＳＣ） 
③スタンダード型ＳＣ 
④地域密着型ＳＣ（ワンランク下のＳＣ） 
⑤プレミアムバリュー型ＳＣ（ツーランク下のＳＣ） 
今回のテーマである「プレミアムバリュー型ＳＣ（ツーランク下のＳＣ）」は次のような概念のＳＣです
（六車流：流通理論）。 
①バリュー業態（ディスカウント系や各業態の廉価版やアウトレット系テナント）で構成されている 
②業態のシステムとしては「ＳＣタイプ」であり、核店と専門店とエンターテインメント性とモールが一
体化されている 
③以上の結果、通常の多核モール型ＳＣの廉価版のポジショニングにある 
④ただ、モール型でないバリュー業態が集積されているＳＣは「バリューセンター」や「パワーセンター」
があるアメリカでプレミアムバリュー型ＳＣ（ツーランク下のＳＣ）として次の３つのタイプを事例で
説明します。 

イ.オンタリオミルズ 

店舗面積 137,547 ㎡ 

核店舗 
オフフィフス、ノードストロームラック、ＪＣペニーアウトレット、
マーシャルズ、ベッドバス＆ビヨンド 

専門店数 200 店舗（Ｂ級テナントとアウトレットストアとレストラン 

付帯施設 シネマコンプレックス（30 スクリーン）、メガフードコート 
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ハ.バーゲンタウンセンター 
 
 
 
 
 
 
 

ニ.ジャージー・ガーデンズ 
 
 
 
 
 
 
 
以上のように、核店舗の廉価版・専門店の廉価版・Ｂ級専門店・エンターテインメント（レストランやシ
ネコン等）で形成される「多核・モール型ＲＳＣの廉価版業態」です。 

(株)ダイナミックマーケティング社
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店舗面積 88,350 ㎡ 

核店舗 
センチュリー21、シアーズ、コストコ、コールズ、ＴＪマックス、
マーシャルズ、トイザらス、ベッドバス＆ビヨンド 

専門店数 20～30 店舗（レストラン系が中心） 

付帯施設 なし 

店舗面積 139,500 ㎡ 

核店舗 
ターゲット、センチュリー21、ホールフーズ、ラストコール、ノー
ドストロームラック、ザ・アウトレットストア、ブルーミングデー
ルズ、オフフィフス、マーシャルズ 

専門店数 110 店舗（Ｂ級テナントとアウトレットストアとレストラン） 

付帯施設 なし（外部店舗にロウズとＲＥＩ） 

店舗面積 121,091 ㎡ 

核店舗 ニーマンマーカス、ラストコール、オフフィフス、 

専門店数 230 店舗（Ｂ級テナントとアウトレットストアとレストラン） 

付帯施設 シネマコンプレックス（22 スクリーン） 
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